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「ケアプラン　オリーブの実」 「デイサービス　オリーブの実」
☎：0797-73-6055 ☎：0797-73-6077

お気軽にお問い合せ、
ご相談ください。

教会ホームページのバナーからもアクセスできます。

ピアノ教室・リトミック教室 始めています。

http://hp.kaipoke.biz/gev/

秋の虫　こおろぎの声に　しばし  佇む

　教会でひところよく歌った賛美歌に、“勇気
を出して”というのがあります。
　私たちの周りには、様々な思いがけない出
来事が起こってきます。地震や水害などで大
変な被害にあうこともあります。自然は私たち
に豊かな恵みをもたらしますが、また容赦なく
破壊するものでもあります。自然災害ばかりで
はなく、社会的、経済的な面でも、私たちは、厳
しい現実の前に当惑し、失望し、悩んでしまう
ことが多いのではないでしょうか。
　聖書にこう書かれています。「世にあっては
苦難があります。しかし、勇気を出しなさい。わ
たしはすでに世に勝ちました。」（ヨハネの福
音書１６章３３節）。これは、イエス・キリスト
の言われた言葉です。失敗してがっかりしてい
るとき、困難にぶつかって戸惑っているとき、こ
の言葉は、大きな力になります。
　勇気というのは、出そうと思って出せるもの
ではありません。いくら“がんばれ、勇敢であ
れ”とお尻をたたかれても、無理なときもある
のです。しかし、キリストは、「わたしはすでに

世に勝ったから、あなたがたは勇気を出して
進むことができるのだよ」と言われるのです。
　キリストがまず勝利を取ってくださいまし
た。十字架にかかって、私たちを縛っていた罪
の力をうち破ってくださいました。また復活し
て、私たちを脅かしていた死の力を滅ぼしてく
ださいました。この勝利のキリストが、私たち
の先頭に立って進んでくださいますから、私た
ちもその後に従って、勝つことができるので
す。私たちがキリストを信じさえするなら、勇気
はキリストが与えてくださいます。
　キリストを信じると言っても、ただ漠然と信
じるのではありません。罪を悔い改め、キリス
トの十字架が自分のためだったと信じて、罪
の赦しをいただくのです。罪が赦され、滅びか
ら免れさせていただいて、初めてキリストから
勇気が与えられます。
　あなたも、ぜひキリストを信じ、罪からの救
いをいただいて、この悩みの多い現実の中を、
勇気にあふれて、勝利をもって進んでいってく
ださい。

勇気を出して

お問い合わせ ： 藤丸 麗（080-3777-3766）
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　私たちの教会の狭庭に一本の葡萄の木
があります。幹は両手ですっぽり掴める太
さです。初夏には青々とした葉の間に、透
き通った美しい翡翠色の実がなります。赤
ワインの品種で小粒の実ですが、八月末
になると濃淡のある濃い紫色に熟します。
　年に一度、この葡萄が絞られて礼拝で
持たれる聖餐式に供されるのです。初めて
聞いた時は驚くと同時に、全てが手作りの
貴重な葡萄汁をいっそう心して頂いたも
のでした。

　また私たちの教会は花と緑に彩られた教会です。花が少
ない夏の時期でも可憐な金魚草や玉すだれ、タカサブロウ
などが巧みに植えられています。室
内ではベコニアやクロトン、カラジウ
ムなどが見る人を癒してくれます。こ
のように一年を通していつも美しい
花と緑が満ちあふれているのです。

　これらすべてのことのために、丹精込めたお手入れや
水遣りなどの奉仕を喜んでお捧げしておられる方々の存
在を思い、また神様の恵みがここでも私たちに注がれて
いることを覚えて、ただ感謝の思いが致します。
　最後に、私の大好きな聖書の一節をご紹介させていた
だきます。

工藤篤子賛美コンサートvol.910 28 3：00pm（日）

チャペルコンサートvol.5111 25 3：00pm（日）

工藤篤子（地中海ソプラノ）

小山 恵
（ソプラノ）

小山さんのソプラノを藤丸さんのピアノでお届けします。
お楽しみください。

（ピアノ）
藤丸 麗

野田常喜（ピアノ）
札幌大谷短大声楽専攻科及び研究科終了後、マ
ドリッド国立声楽院に留学。1987年、スペイン・
ヤマハコンクール第一位、ONCEコンクール二
位。声質は地中海ソプラノで、オラトリオのソリ
ストとして、またスペイン歌曲のスペシャリスト
として、ヨーロッパ各地の国際フェスティバルに

招かれる。2000年、「工藤篤子音楽ミニストリーズ」を設立。2011年
「工藤篤子ワーシップ・ミニストリーズ」と改名。世界の各地で賛美を
通して神の愛と救いを伝えている。

京都府京都市出身。幼少より、教会で賛美
歌やゴスペルを熱心に歌う両親の影響を
受け、7歳の頃からバックでピアノを弾き
始める。大阪音楽大学ピアノ科卒業。現
在、クラシックやゴスペルの演奏活動を日
本各地で行っている。作曲、編曲、アルバ

ム制作にも力を入れている。オーケストラを思わせるピアニズ
ムと、その場の臨場感に合わせ、共演者と対話するような演奏
法は、多くの感動と共感を生んでいる。

入場無料

入場無料

今年で９年目になります。工藤篤子さんの賛美を聞くたびに心が震えます。

教会のひとこま INFORMATION

敬老の日プレゼント
9月16日（日）礼拝後に、敬老の日とし
て、70歳以上の方に婦人会からプレ
ゼントが手渡されました。人生の先
輩の方々を敬い、愛する心をいつも
忘れないようにしたいと願います。

「わたしはぶどうの木、あなたがたは枝です。人がわた
しにとどまり、わたしもその人にとどまっているなら、その
人は多くの実を結びます。わたしを離れては、あなたが
たは何もすることができないのです。」

宝塚栄光教会
E-mail : 

わたしたちは統一教会、ものみの塔（エホバの証人）、モルモン教ではなく
正統的なプロテスタントのキリスト教会です。お困りの方はご相談ください。

牧師：岩間 洋
TEL:0797-73-6076

希望のダイヤル

0797 - 7 7 - 3 7 4 6
毎週更新。24時間つながります。

ポッドキャスト
でも配信中！
ホームページから
利用できます。

 

http://www.takara-eikou.cominfo@takara-eikou.com
 〒665-0021 宝塚市中州1-15-9

各地の自然災害で被災された方々に、心からお見舞い申し上げます。神様の慰めと助けがありますよう、お祈りしております。

礼拝　毎週日曜日
10:30～11:40



「 ヨウシュヤマゴボウ ̶ 洋種山牛蒡 」

この年も　残すところ　３ヶ月　季節は　秋中盤となる
この頃になると　ヨウシュヤマゴボウの実が　
黒紫色に　熟している姿を　よく見かけるようになる
大きくなると　人の背丈ほどにも　伸びているが
木ではなく　草である
北アメリカ原産で　明治の初め頃　日本にやって来た　帰化植物である
空き地や　道端など　どこでも見かける　雑草である

初夏の頃　白い　小さな花を　咲かせるが　
花が終わって　小さな緑色の実は　いつしか　このように　艶やかに色づき
赤い茎とともに　見る者の目を　引きつける

別名　インクベリー　と呼ばれる
果汁を　草木染めに使い　美しい染め色を　出している
ウールに染めると　深い葡萄色に
木綿に染めると　シックな小豆色に　染めあがるという

ブルーベリーに　似ているが　食べられない
毒性があると　注意されているが
この実を啄む鳥　葉を食べる虫がいる
人間には　有害なものでも　鳥には　無害なのだ
神様から　与えられたもので　生きていくように　されている

申命記8章（聖書）

人は　パンだけで　生きるのではなく
人は　主の口から出る
すべての言葉によって　生きることを
あなたに　知らせるためであった

ついば


